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１．研究目的 

 日本の虚偽検出は情報検出に基づいており，犯人の記憶を判定対象としている。このこ

とから，情報処理過程の”ものさし”といわれる事象関連電位による虚偽検出が実験的に

検討されてきた。特に，P300 と呼ばれる事象関連電位は，有意味な刺激に対する情報処理

を反映するため，国内外ですでに 10 以上の論文が掲載され，すべての研究で有効な指標と

なることが認められている。これらの研究の特徴は，検査直前に模擬窃盗課題などで実験

協力者が選択した物を検出対象としている点である。 

 しかし，実際の犯罪捜査での虚偽検出は，犯行の日に検査することは極めてまれである。

過去の統計では事件発生後，１ヶ月経過後の検査が 51％を占めている。そこで，本研究で

は，模擬窃盗課題を実施してから１ヶ月以上経過した時点（１ヶ月後と１年後）で検査を

行い，P300 による虚偽検出が犯罪捜査場面でも適用可能かを検討する。 

 次に，模擬窃盗を実施した部屋を撮影したビデオを事前呈示し，長期間経過後の虚偽検

出に及ぼす促進効果について検討する。目撃証言に関する記憶研究では，事件現場の周囲

の状況を再構成（現場臨場による再体験，写真・映像の呈示，イメージによる想起など）

する事で，事件現場の心的復元から記憶想起が促されるという，記憶の文脈効果が知られ

ている。したがって，ビデオによる事前呈示は，P300 による虚偽検出に促進効果を与える

ことが期待される。また，P300 によりこの仮説が実証されれば，従来の末梢神経系による

虚偽検出にも同様のビデオ呈示の有効性が示されると考えられる。 

 現行の虚偽検出は，呼吸・皮膚電気活動・脈波という末梢神経系の活動を指標としてい

る。自律神経系の支配を受ける呼吸・皮膚電気活動・脈波は，呈示する質問と犯人の記憶

が一致した場合，有意味情報に対する定位反応に加えて，発覚の恐怖やウソの返答による

情動反応を生起させる。しかし，末梢神経系の反応潜時は長く，反応形態も様々であり，

認知要因で生起する反応成分と動機づけ・情動要因で生起する反応成分を，分けてとらえ

ることができない。 

 これに対し，事象関連電位は時間分解能が非常に高く，特定の情報処理成分に対する潜

時，極性，頭皮上分布が明確であるため，動機づけ・情動要因から認知要因を分離してと

らえることが可能である。このことは，質問によって生起した波形が特異であると記述し

ていた従来法に比較して，生起した波形の意味まで記述できる点で優れている。また，多

種多様な情動要因と認知要因を分離することで，虚偽検出の客観性も向上し，証拠として

の科学性をさらに高めると考えられる。したがって，本研究で長期間経過した記憶に対す

る有効性が認められれば，P300 による虚偽検出の実務導入への動きを加速化すると考えら

れる。 



 ところで，日本は情報検出に基づく虚偽検出を犯罪捜査に活用している代表的な国であ

る。その方法は GKT(guilty knowledge test)という質問法であり，American Psychologi-cal 

Association(APA)及び Society for Psychophysiological Research(SPR)の会員へのアン

ケート調査からも，諸外国で主に実施されている CQT(control question test)よりも，心

理学の理論に基づく科学的な方法であるという結論が得られている。 

 CQT が「宝石店で盗みをした犯人はあなたですか」と直接質問するのに対し，GKT は「盗

まれたのが指輪なのを知っていますか」「盗まれたのがブローチなのを知っていますか」

「盗まれたのがブレスレットなのを知っていますか」「盗まれたのがイヤリングなのを知

っていますか」「盗まれたのがネックレスなのを知っていますか」というように，多岐質

問法（１つだけ犯罪事実が入っている）の形式で，事件への関与を間接的に質問する。GKT

は，被検者が犯人でない場合，どの質問が犯罪事実なのか不明であるため，どれだけ緊張

していても犯罪事実にのみ生理反応が生起することはない。つまり，間違って犯人を作る

ことがない優れた検査として評価が高く，SPR 会員の多くは諸外国が日本のシステムを学

ぶべきだと述べている。 

 P300 による虚偽検出は，基本的には GKT のパラダイムと同一であるため，日本の犯罪捜

査へ導入される可能性は高い。本研究は，日本の犯罪捜査への導入を促すとともに，諸外

国の研究者からも犯罪捜査へ応用できる新たな虚偽検出法として注目されるであろう。し

たがって，本研究の成果を海外の学会，特に虚偽検出の学問的背景となる SPR で公表して

いくことも目的としている。 

 

２．研究計画 

【平成 1５年度】 

 P300 と呼ばれる事象関連電位を測定し，長期間経過した記憶の検出可能性を，被験者間

要因で検討した。実験協力者の課題は，別室に用意された５つの貴金属の中から１つを選

び，選んだ物を隠し通すという模擬窃盗課題である。選んだ貴金属のことを裁決項目，そ

の他の貴金属のことを非裁決項目と呼ぶ。実験協力者は模擬窃盗課題直後に検査を受ける

群（直後群）と模擬窃盗課題後１ヶ月以上経過して検査を受ける群（遅延群）に分かれた。

実験協力者はいずれか一方の群にのみ配置した。 

 実験協力者は直後群 10 名，遅延群 20 名である。遅延群のうち 10 名は１ヶ月後群，10

名は平成 16 年度に実施する１年後群とした。検査は Fz，Cz，Pz から脳波を測定しながら，

５つの貴金属の画像をランダムな順序でディスプレイへ呈示した。刺激呈示間間隔は

2000ms とし，加算平均回数は 20 回である。画面への注視を義務づけるため，実験協力者



にはすべての刺激に対し，できるだけ速くボタン押しをするように教示した。同時に，「事

象関連電位の検査によって，選んだ貴金属を検出されないように努力してください。」と

教示した。 

 実験計画は，項目（裁決・非裁決）×検査時期（直後・遅延）×部位(Fz･Cz･Pz)であり，

裁決項目に対する P300 振幅が，直後群でも遅延群でも非裁決項目に比較して有意に増大す

るかを検討した。すでに，実験協力者を直後条件と遅延条件の両方に配置する within-  

subjects design では，裁決項目に対する P300 の有意な振幅増大が両条件で得られており

(Hira, Furumitsu, Saito, & Furedy, 2002)，本研究は between-subjects design での追

試となる。 

 事象関連電位の測定は，日本光電製誘発電位検査装置(MEB-5504)，画像刺激の呈示は日

本光電製音声・画像刺激装置(AAA-15234)を使用した。また，実験結果の統計分析に関して

は，SPSS シリーズで繰り返しのある測定データに関する分散分析を行った。 

 また，アメリカのシカゴで開催される 43rd annual meeting of the Society for      

Psychophysiological Research へ参加し，日本で GKT が犯罪捜査に使用されている実態と，

GKT と同じ方法論を用いている P300 による虚偽検出の実務応用の可能性について，シンポ

ジウムで公表した。  

 

【平成 16 年度】 

 まず，前年度に模擬窃盗課題を実施していた遅延群 10 名（１年後群）に対して，１年経

過後に連絡を取り，P300 による虚偽検出検査を行い，長期間経過による影響をさらに検討

した。 

 長期間経過後の実験では，検査開始前に実験者が「事象関連電位の検査によって，選ん

だ貴金属を検出されないように努力してください。」という教示だけで検査を実施した。

これに対し，映像の事前呈示を問題とする平成 16 年度では，検査開始前に模擬窃盗課題を

行った部屋を撮影したビデオを鑑賞させて実験を行った。なお，統制群として，ビデオ鑑

賞せずに検査を受ける実験と，模擬窃盗課題とは無関係の中立的ビデオを観賞後に検査を

受ける実験の２つを行った。 

 目撃証言の研究から，事件現場の周囲の状況を再構成（現場臨場による再体験，写真・

映像の呈示，イメージによる想起など）する事で，事件現場の心的復元から記憶想起が促

されるという，記憶の文脈効果が知られていることを応用し，裁決項目に対する P300 振幅

の増大が認められるかを検討した。 

 P300 の測定手続は，ウソの返答が無く，刺激呈示だけであるため，従来法よりも実験協



力者の記憶喚起を促す方法が必要となる。実験協力者に実験装置を装着した後に，効率よ

く映像を呈示するために，デジタルビデオカメラレコーダーとプロジェクターを使用した。 

 事象関連電位の測定は，日本光電製誘発電位検査装置(MEB-5504)に加え，TEAC 製携帯型

多用途生体アンプ（Polymate AP1524）を使用した。また，実験結果の統計分析に関しては，

SPSS シリーズで繰り返しのある測定データに関する分散分析を行った。 
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７．研究成果の概要 

（１）実験１：P300 による虚偽検出の長期間経過後の有効性 

 1980 年代から，事象関連電位による虚偽検出の研究が注目を集めている。CNV(平・中

田・松田・柿木, 1989)，N400(Boaz, Perry, Raney, Fischler, & Shuman, 1991)を指標とした研

究もあるが，最も有効な成分として研究が多いのは P300 である(平 , 1998)。P300 は有意味

(meaningful)でまれ(rare)に呈示される刺激に対し，潜時  300-900ms の区間で Pz 優位に出

現する陽性電位である。P300 は 5-20μV と振幅が大きく，自動処理を含み随意統制が困難

で(Lykken, 1998)，情動よりも認知過程の指標であることから虚偽検出の指標に最も多く

取り上げられている。 

 また，P300 を指標とする理由として，P300 を測定する標準的オッドボール(oddball) 課

題と，GKT の質問構成の類似性が指摘できる。GKT は犯罪に関連した裁決項目１問と犯

罪と無関係の非裁決項目４問で構成される(Lykken, 1998)。つまり，被検者が犯人ならば

GKT の裁決項目は低頻度呈示刺激，非裁決項目が高頻度呈示刺激となる。これに対し，被

検者が無実であれば，裁決項目と非裁決項目の区別がつかないため，裁決項目が低頻度呈

示刺激になることはない。したがって，犯人だけに裁決項目に対する P300 の出現が期待

される(Farwell & Donchin, 1991)。P300 振幅は呈示される刺激の出現確率に反比例し，被

検者の課題への関連性に比例して生起するため，裁決項目に対する P300 振幅の増加は，

被検者が裁決項目を事件に関連した刺激として認識している証拠となる。 

 P300 を指標とした研究は，いずれも虚偽検出の有効な指標となることを支持している。

表１は，P300 を指標とした研究の有罪条件における検出率をまとめたものである。表１の

10 研究から得られた検出率は 88.3％（159 名／180 名）であり，Ben-Shakhar and Furedy 

(1990)がまとめた，末梢神経系を指標とした 10 研究から得られた検出率 83.9％を若干上

回っている。現行の末梢神経系の指標との差はわずかではあるが，P300 は情報処理過程に

対応した意味づけが可能であるため，鑑定内容の高度化が期待できる。 



     表１ 有罪条件における P300 による虚偽検出の正検出率 

 
                       研   究               正検出率   

 
               Allen and Iacono(1997)            86.7％   
               Farwell and Donchin(1991)         90.0％   
               Farwell and Smith(2001)          100.0％   
               Johnson and Rosenfeld(1992)       76.5％   
               三宅ら(1986)                     87.5％   
               音成ら(1991)                    100.0％   
               Rosenfeld et al.(1987)            90.0％   
               Rosenfeld et al.(1988)           100.0％   
               Rosenfeld et al.(1991)            92.3％   
               佐々木ら(2001)                  87.9％  

 
               10 研究の平均                88.3％   

 

 

 ところで，1998 年 8 月から 1999 年 7 月までの 1 年間に，大阪府警察本部科学捜査研究

所で「事件の記憶あり」と判定した 390 例のうち，事件発生から検査実施までの期間が 1

ヶ月を過ぎている例が半数以上あった（松田，2004，p.223）。それにもかかわらず，表 

1 にまとめた研究は，いずれも記憶課題と検査までの期間が 2 日以内であった。このこと

から，Hira et al.(2002)は，模擬窃盗課題直後と１ヶ月及び１年経過後の P300 を within- 

 subjects design で測定した結果，１ヶ月経過後及び１年経過後でも非裁決項目に比較し

て，裁決項目に対する P300 振幅が有意に増大していることを確かめた。しかし，within- 

subjects design の場合，協力者は３回同じ検査を受けていることになり，直後検査の影

響が１ヶ月後及び１年後の検査で現れていることが考えられる。 

 そこで，本実験では，between-subjects design で，模擬窃盗課題直後，１ヶ月及び１

年経過後の P300 による虚偽検出の可能性について検討した。 

方法 

協力者 実験に同意した大学生。直後群，１ヶ月後群，１年後群ともに 10 名を処理の対象

とした。 

模擬窃盗課題 協力者は実験室の机上にある５段のレターケースの所へ行き，引き出しを

１回だけ開け，その中にある貴金属を取り出し，布袋に入れて隠すように求められた。用

意した貴金属はイヤリング，ブローチ，指輪，ネックレス，時計である。協力者は布袋へ

入れた貴金属を実験者（脳波測定による検査を行わない者）の所へ持っていき，500 円の

図書券と交換した。 

刺激 ５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し，ディスプレイ上に 10×10cm の画像刺激



として呈示した。呈示時間は 300ms，呈示間隔は 2500ms で，各刺激が 20％ずつランダム

になるように呈示した。裁決項目と非裁決項目の加算回数が 20 回に達するまで継続した。 

装 置  事 象 関連 電 位 と反 応 時 間の 測 定 には 誘 発 電位 検 査 装置 (日 本 光電 工 業製

MEB-5504)，刺激呈示には音声・画像刺激装置(日本光電工業製 AAA-15234)を用いた。脳

波は両耳朶を基準部位として Fz，Cz，Pz から測定した。 

手続き 直後群は模擬窃盗課題後直ぐに脳波測定による検査を行った。１ヶ月後群は模擬

窃盗課題から１ヶ月以上たった時点で，１年後群は模擬窃盗課題から１年以上たった時点

で協力者に再度連絡を取り，脳波測定の実験への協力を求めた。協力者に脳波測定用の電

極を装着した後，ディスプレイに呈示される貴金属の画像を注視して，全ての刺激呈示に

対しできるだけ速くボタン押しすること，盗んだ品物を検出されないように努力すること

を教示した。実験終了後，模擬窃盗課題の再認検査を行った。 

 なお，図１に模擬窃盗課題の部屋，図２に机上のレターケースを撮影した画像を示す。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 模擬窃盗課題を実施した部屋の状況． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 貴金属を入れたレターケースの状況． 



結果 

 図３は，直後群，１ヶ月後群，１年後群の Pz における P300 振幅の最大値（刺激呈示後

300ms-600ms 間の最大値）の平均である。 
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       図３ 直後群，１ヶ月後群，１年後群の Pz における P300 振幅の最大値． 

 

 P300 振幅は，直後群と１ヶ月後群では，非裁決項目よりも裁決項目で大きくなっている

が，１年後群では両刺激の差は見られない。期間（直後・１ヶ月後・１年後）×刺激（裁

決・非裁決）の反復測定のある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効果（p<.01）が有意

であり，期間要因の主効果は認められなかった。なお，期間要因と刺激要因の交互作用に

傾向が認められたため(p<.10)，下位検定を行った結果，一ヶ月後群で有意差（p<.01），

直後群で傾向(p<.10)が認められた。 

考察 

 模擬窃盗課題直後，１ヶ月後，１年後における P300 振幅は，１ヶ月後では非裁決項目よ

りも裁決項目で有意に大きくなった。すなわち，本実験の結果は模擬窃盗課題から１ヶ月

後でも，P300 による虚偽検出が可能であることを明確にした。しかしながら，本実験の結

果は，Hira et al.(2002)の結果と異なり，１年後では P300 による虚偽検出が困難であるこ

とを示唆した。但し，本実験の模擬窃盗課題は，実験場面での非常にマイルドな状況での

記憶課題であるため，実際の犯罪場面とは課題時の情動喚起などが大きく異なることが予

想される。その結果，１年後の再認が喚起されなかった可能性が高い。それを裏づける資

料として，１年後では 10 名中５名が盗んだ品物を正しく再認できなかった。今後は，模擬

犯罪課題時に協力者の作為や情動を喚起する手続きを導入して，長期間経過後の検出率を

確かめる実験が必要である。なお，１ヶ月後群でも 10 名中２名が，盗んだ品物を正しく再



認できなかった。この問題に対しては，模擬窃盗課題の現場を画像呈示するなど，再認促

進のための事前手続きの開発が必要である。 

 

（２）実験２：映像による模擬犯罪現場の事前呈示が虚偽検出に及ぼす影響（１） 

 実験１では，模擬窃盗課題直後，１ヶ月経過後，１年経過後に P300 による虚偽検出を実

施した。その結果，１ヶ月後群でも，裁決項目に対する P300 振幅が有意に増大しているこ

とが見出された。しかしながら，１年後群では裁決項目に対する P300 振幅は，非裁決項目

と比較して有意差がなく，再認課題でも 10 名中５名が盗んだ品物を正しく再認できなかっ

た。また，１ヶ月後群でも 10 名中２名が，盗んだ品物を正しく再認できなかった。したが

って，長期間経過後の検査において，犯行時の記憶をより鮮明に喚起させる方法の必要性

が示唆された。 

目撃証言に関する記憶研究では，事件現場の周囲の状況を再構成（現場臨場による再体

験，写真・映像の呈示，イメージによる想起など）する事で，事件現場の心的復元から記

憶想起が促されるという，記憶の文脈依存効果が知られている。つまり，ビデオによる模

擬犯罪現場の事前呈示は，課題遂行時の再認を促し，P300 による虚偽検出に促進効果を与

えることが期待される。そこで，本実験では，模擬窃盗を実施した部屋を撮影したビデオ

を事前呈示し，長期間経過後の虚偽検出に及ぼす促進効果について検討する。 

方 法 

協力者 実験に同意した大学生 20 名 (映像無し群 10 名，映像呈示群 10 名)。映像無し群

の  2 名が盗んだ品物を正しく再認できなかったため，結果処理は再認できた 8 名（女子 1

名，男子 7 名，平均年齢 21.8 歳）で行った。また映像呈示群では 1 名が脳波へのアーチ

ファクトの混入が多く加算回数が得られなかったため，結果処理は 9 名(女子 1 名，男子 8

名，平均年齢 20.6 歳)で行った。 

模擬窃盗課題 協力者は実験室の机上にある５段のレターケースの所へ行き，引き出しを

１回だけ開け，その中にある貴金属を取り出し，布袋に入れて隠すように求められた。用

意した貴金属はイヤリング，ブローチ，指輪，ネックレス，時計である。協力者は布袋へ

入れた貴金属を検査者（脳波測定による検査を行わない者）の所へ持っていき，500 円の

図書券と交換した。 

刺激 ５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し，ディスプレイ上に 10×10cm の画像刺激と

して呈示した。呈示時間は 300ms，呈示間隔は 2500ms で，各刺激が 20％ずつランダムにな

るように呈示した。裁決項目と非裁決項目の加算回数が 20 回に達するまで継続した。 

装置  事象関連電位と反応時間の測定には誘発電位検査装置(日本光電工業製 MEB-5504)，



刺激呈示には音声・画像刺激装置(日本光電工業製 AAA-15234)を用いた。脳波は両耳朶を

基準部位として Fz，Cz，Pz から測定した。 

手続き １ヶ月以上たった時点で，協力者に再度連絡を取り，脳波測定の実験への協力を

求めた。映像呈示群は，脳波測定前に１ヶ月前の模擬窃盗課題を実施した現場の映像を，

プロジェクターで呈示した。映像内容は犯罪現場の全体と机上のレターケースのズーム撮

影で人物は登場しない。なお，映像は２分 40 秒であり，現場の説明をする音声は含まれて

いない。協力者に脳波測定用の電極を装着し，映像呈示群は犯罪現場の映像を見た後，映

像無し群は映像による手続きを省略して直ぐに脳波測定による検査を行った。協力者には，

ディスプレイに呈示される貴金属の画像を注視して，全ての刺激呈示に対しできるだけ速

くボタン押しすること，盗んだ品物を検出されないように努力することを教示した。実験

終了後，模擬窃盗課題の再認検査を行った。 

 なお，図４に協力者の前方の壁面にプロジェクターを用いて，模擬窃盗課題の部屋の画

像を事前呈示している状況を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 模擬窃盗課題を行った部屋のビデオ画像による事前呈示状況． 



結果 

 図５は，映像無し群と映像呈示群の Pz における P300 振幅の最大値（刺激呈示後

300ms-600ms 間の最大値）の平均である。 
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        図５ 映像無し群と映像呈示群の Pz における P300 振幅の最大値． 

 

 P300 振幅は，映像無し群では非裁決項目よりも裁決項目で大きくなったが，映像呈示群

ではほとんど差は見られなかった。また，予想に反し，P300 振幅は，映像呈示群よりも映

像無し群で振幅が大きくなった。群（映像無し・映像呈示）×刺激（裁決・非裁決）によ

る反復測定のある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効果（p<.001）ならびに群要因と

刺激要因の交互作用が有意であった（p<.001）。なお，群の主効果は認められなかった。 

考察 

 模擬犯罪現場の映像による事前呈示は，P300 による虚偽検出に対して促進効果がなく，

裁決項目に対する振幅の減少をもたらしていることが見出された。 

 一方，映像無し群では２名の協力者が裁決項目を再認できなかったのに対し，映像呈示

群では全員が再認できたことから，記憶の促進効果は認められた。したがって，映像呈示

群で裁決項目に対する P300 振幅の減少が認められたことは，映像による裁決項目の再認

が課題完了感や慣れの過程を促進した可能性も示唆する。すなわち，映像呈示群では，検

査が始まる前に２分 40 秒間の模擬窃盗場面の映像を鑑賞した。これに対し，映像無し群で

は，教示終了後速やかに検査が始まった。映像呈示群の鑑賞時間の２分 40 秒は，模擬窃盗

場面の部屋を十分に観察できる反面，検査前の手続きとしては冗長であった。つまり，こ

のような手続き上の問題点を統制した実験が必要である。 

（３）実験３：映像による模擬犯罪現場の事前呈示が虚偽検出に及ぼす影響（２） 



 実験２では，映像呈示群では裁決項目と非裁決項目に有意差がないのに対し，映像無し

群では有意差が認められた。実験２では，検査前に映像呈示が２分 40 秒間ある群と映像呈

示が全くない群を設けたため，協力者が検査に望む構えが大きく異なっていたと考えられ

る。そこで，模擬窃盗を実施した部屋（犯罪場面）と大学の風景（大学風景）を撮影した

１分間のビデオを作成し，検査前にいずれかのビデオを事前呈示し，長期間経過後の虚偽

検出に及ぼす効果について検討する。 

方法 

協力者 実験に同意した大学生 20 名の協力を得た。この 20 名をランダムに犯罪場面群 10

名（女子 4 名，男子 6 名，平均年齢 20.7 歳），大学風景群 10 名(女子 3 名，男子 7 名，

平均年齢 19.6 歳)に振り分けた。 

模擬窃盗課題 協力者は，同意書を書いた部屋を出て，非常勤講師控室へ行き，部屋の机

上にある５段のレターケースから貴金属を取り出し，一度身に付けた後に紙箱へ収め，部

屋の中にある洗面台の下に隠すよう指示された。隠した後，協力者は元の部屋へ戻り，約

１ヶ月後に連絡して検査することを知らされた。なお，レターケースの中の貴金属は，す

べての協力者が指輪となるようにした。 

刺激 下向きの矢印画像（↓）と５つの貴金属画像（指輪，イヤリング，ブローチ，ネッ

クレス，時計）を，１ｍ離れたディスプレイ上に視野角５°の画像刺激として呈示した。

呈示時間は 300ms，呈示間隔は 2500ms で，各刺激が 25％ずつランダムになるように呈示し

た。矢印画像が標的刺激，指輪が裁決項目，その他の貴金属が非裁決項目であり，各々60

回呈示した。３刺激とも加算回数は 20 回以上であった。 

装置 事象関連電位と反応時間の測定には TEAC 製携帯型多用途生体アンプ（Polymate    

AP1524）を用いた。脳波は両耳朶を基準部位として Fz，Cz，Pz から測定した。 

手続き １ヶ月以上たった時点で，協力者に再度連絡を取り，脳波測定の実験への協力を

求めた。犯罪場面群は脳波測定前に，1 ヵ月前の模擬窃盗課題を実施した現場の映像をプ

ロジェクタで呈示した。一方，大学風景群には，模擬窃盗課題とは無関係である大学キャ

ンパス内の風景を呈示した。なお，映像はともに約１分であり，音声は含まれていない。

協力者には，ディスプレイに呈示される画像を注視して，矢印に対しては利き手に持った

ボタン，貴金属の画像に対しては非利き手に持ったボタンを押すように教示した。また，

盗んだ品物を検出されないように努力することも教示した。実験終了後，模擬窃盗課題の

再認検査を行った。 

 なお，図６に模擬窃盗課題の部屋，図７に机上のレターケースと指輪，図８に協力者の

前方の壁面にプロジェクターを用いて，模擬窃盗課題の部屋の画像を事前呈示している画



像を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図６ 模擬窃盗課題を実施した部屋の状況． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図７ レターケースの中の指輪． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図８ 模擬窃盗課題を行った部屋のビデオ画像による事前呈示状況． 

 

結果 

 図 9 は，犯罪場面群と大学風景群の Pz における P300 振幅の最大値（刺激呈示後 300ms

－ 600ms 間の最大値）の平均である。 
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        図９． 犯罪場面群，大学風景群の平均 P300 振幅（Pz）． 

 

 P300 振幅は，犯罪場面群と大学風景群ともに，非裁決項目よりも裁決項目で大きくなっ

た。裁決項目に対する P300 振幅は，犯罪場面群(15.3μV)の方が大学風景群(14.6μV)より



も大きくなったが，わずか 0.73μV の差であった。群（犯罪場面・大学風景）×刺激（裁

決・非裁決）による反復測定のある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効果（p<.001）

のみが認められ，群要因の主効果，群要因と刺激要因の交互作用はともに認められなかっ

た。 

 また，協力者毎に裁決項目の P300 振幅が，非裁決項目よりも大きい場合を検出成功とし

た場合，犯罪場面群は 10 名中９名，大学風景群は 10 名中８名が正しく検出された。χ２

検定の結果，両群の検出率に有意差は認められなかった。 

 なお，両群ともに指輪の再認率は 100%であった。しかし，「貴金属は上から何段目に入

っていましたか」「模擬窃盗課題を行った時間はいつですか」という質問に対する再認率

は，大学風景群（各々10%，50%）よりも犯罪場面群（各々40%，90%）の再認率が優れ

ていた。 

考察 

  犯罪場面と大学風景という映像の事前呈示は，裁決項目に対する P300 振幅に群間の有意

差を認めなかった。本実験では，両群のすべての協力者が，高い確信度で指輪を再認（模

擬窃盗課題時に指輪を身に付けさせた）できたことが，その原因と考えられる。但し，個

別判定の検出成績及び他の事柄に対する再認率が犯罪場面群で優れていたことは，犯罪場

面の事前呈示が記憶の促進効果として働く可能性を示唆する。特に，犯罪捜査では１年を

越える検査も実施されており，より長期間経過後の検査時には検出率の向上に寄与する可

能性が期待できる。 

 つまり，実験２のように長時間の事前呈示は，被検者の課題完了間や慣れの現象を引き

起こす可能性が考えられるが，１分程度の短時間の事前呈示は再認を促進し，長期間経過

後の実務検査においてはその効果が期待できる。さらに，連続窃盗などの累犯の場合には，

映像呈示によりどの現場の検査であるかを特定する上で効果的と考えられる。 

 今後，模擬犯罪課題時に協力者の作為や情動を喚起する手続きを導入したり，複数の模

擬窃盗課題を行わせた中の１つの検査を行うなど，より実務検査場面に類似した設定での

実験で映像の事前呈示の効果を検討する必要がある。 
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Field polygraphic examinations
in Japan

The GKT has been the main method of polygraphic 
examination by the Japanese police
Japanese police polygraphers only engage in polygraphic 
examinations and do not investigate criminal cases
The Japanese Supreme Court submitted a decision 
regarding the admissibility of polygraph evidence in 1968
The automatic diagnosis system for the GKT is being 
tested in field practice by police polygraphers

Hira & Furumitsu 2002 Polygraphic examinations in Japan:     
Application of the guilty knowledge test in forensic  
investigations. International Journal of Police Science and 
Management, 5, 16-27.



Changes of polygraph device in Japan

Lafayette polygraph 16ch digital polygraph system

National Research Institute of 
Police Science, Japan 



The validity of the detection of deception 
using P300

Study Number of 
participants

Percent of 
correct decision 

Allen & Iacono(1997) 60 86.7%
Farwell & Donchin(1991) 20 90.0%
Ellwanger et al.(1996) 27 88.9%
Ellwanger et al.(1997) 14 82.4%
Johnson & Rosenfeld(1992) 17 76.5%
Miyake et al.(1986) 8 87.5%
Neshige et al.(1991) 9 100.0%
Rosenfeld et al.(1987) 10 90.0%
Rosenfeld et al.(1988) 7 100.0%
Rosenfeld et al.(1991) 13 92.3%
Sasaki et al.(2001) 33 87.9%
Weighted average 221 87.8%



Features of previous GKT laboratory 
studies using P300

The interval between a memory task and 
GKT examination was relatively short

1 Rosenfeld et al.(1988)
The examination was carried out immediately after 
a memory task.

2 Farwell & Donchin(1991)
The examination was carried out on the next day 
of a memory task.



Features of GKT in a real-life criminal examination

The interval between a crime and the GKT examination is 
usually more than a week

More than 51% (199/390) of the GKT examinations were carried 
out at least one month after the criminal investigation had begun.  
（The Osaka Police Headquarters; August, 1998 - July, 1999）

THE INTERVAL BETWEEN A CRIME AND THE GKT
EXAMINATION (n=390)
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The effects of retention intervals on 
detection of deception using P300

Does it stand the test of time? 
The P300-based GKT examination was carried out 
once immediately after the commission of the mock 
crime, and then repeated one month and one year 
after the commission of the crime.

Mock crime Exam.1 Exam.2 Exam.3

Immediate 1 month later 1 year later



Method

1. Participants
Five undergraduate students（2 female, 3 male）

Informed consent was obtained from all 
participants

2. Apparatus
Polygraph（Nihon Koden  EEG-7410）

InstEP System（INSTEP）

Display（Nanao FlexScanT550）

3. Dependent Measures
EEG（Fz,Cz,Pz）

RT



Method (continued)
4. Procedure

Mock Crime
All participants were instructed to steal one of the five precious 
goods (Earrings, Brooch, Ring, Necklace, Watch) in another 
room.

Instructions for EEG measurement
When a picture is presented on a computer screen, please push 
a button as quickly as possible.  Please make an effort not to 
reveal the item you stole during the examination.

5 Stimuli
Five Pictures：10×10cm
Duration：300ms
ISI (interstimulus interval)：2500ms
Stimulus repetition: 80 times for each stimulus at random



Five pictures used in this experiments

Earrings Brooch Ring 

Necklace Watch 



Method (continued)

6 Experimental Design (within-subjects)
Immediate Condition
1 Month Later Condition
1 Year Later Condition

7 Data Analysis
Grand average of P300 peak amplitudes (n=5)

Peak amplitudes were evaluated by ANOVA with the 
factors Intervals (immediate, 1 month, 1 year),  
Item(critical, non-critical) and Site (Fz, Cz, Pz) as repeated 
measures.

Criterion for individual classification
If the largest Pz-recorded P300 was observed to the 
critical item, it was concluded that the subject was 
correctly classified.



Grand average waveforms contrasting critical/non-
critical items at the Fz, Cz, and Pz (n=5)



The individual classification
by the Pz-recorded P300 amplitude

1st 2nd 3rd 1st 2nd 3rd 1st 2nd 3rd

1 3.6 0.1 5.7 0.8 1.5 0.9 0.1 -2.0 0.7
2 -0.8 -3.9 2.9 0.9 -0.7 4.5 19.2 9.7 6.0
3 -3.1 0.5 5.3 11.9 4.8 11.7 -1.3 1.6 1.1
4 11.9 3.9 7.0 -0.7 0.1 1.3 -0.3 4.3 -2.5
5 3.3 1.5 4.9 0.9 0.0 1.2 0.7 -0.7 -2.0

Decision ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1st 2nd 3rd 1st 2nd 3rd

1 12.1 4.4 6.7 -0.3 -3.5 0.8
2 2.0 -0.1 0.0 0.9 -3.8 3.4
3 -1.5 1.4 3.6 8.2 9.3 9.7
4 4.3 1.1 3.1 -9.3 -1.3 -2.1
5 -5.2 2.2 1.8 -3.1 0.7 -1.0

Decision ○ ○ ○ ○ ○ ○

Participant 4 Participant 5
Picture

Participant 1 Participant 2 Participant 3
Picture

Red：critical item

○：correct decision



The reaction time of the immediate condition and the 
both later conditions (CI: critical item, NCI: non-

critical item)

(n=5)
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The P300-based GKT has high reliability

1. The P300-based GKT was effective even 1 month and 1 
year after the commission of the mock crime. This result 
suggests that field applications (that have considerable 
delays between the commission of crime and the 
administration of the GKT) may be feasible, with P300 as 
the dependent variable.

2. Our results with the new polygraph system might 
accelerate the use of P300-based GKT examination in 
forensic scene in Japan. 

Does it stand the test of time?           “Yes”



Prospective efficiencies of using the P300-
based GKT examination in field application

1. Improvement of test objectivity and 
reliability

2. Improvement of the correct detection rate

3. Advancement and elaboration in judgment 
of test results because the P300 
components are specifically time locked to 
the critical items (a true feature of a crime )

4. Counteracting countermeasures



模擬窃盗課題から長期間経過後の P300 による虚偽検出 
 

○平 伸二          古満伊里 

（東亜大学・総合人間・文化学部） （東亜大学・工学部） 

 

 実務での虚偽検出は，犯行直後に実施されるこ

とはまれで，約半数は犯行から１ヶ月後に実施さ

れている。それにも拘わらず，P300 による虚偽検

出の実験は，模擬窃盗課題と同一日に実施してい

る場合が多い。Hira et al.(2001)は，模擬窃盗課

題直後と１ヶ月経過後の P300 を within-subjects 

design で測定した結果，１ヶ月後条件でも非裁決

項目に比較して，裁決項目に対する P300 振幅が有

意 に 増 大 し て い る こ と を 確 か め た 。 し か し ，

within-subjects design の場合，協力者は直後の

検査の影響を受けていることが考えられる。そこ

で，模擬窃盗課題直後に検査を実施せず，１ヶ月

後のみに検査を実施して，長期間経過後の P300

による虚偽検出の可能性について検討した。  
【方 法】 

協力者 ：実験に同意した大学生 10 名。 

模擬窃盗課題  協力者は脳波測定の前に，１人で

貴金属を盗む課題を遂行した。協力者は実験室の

机の上にある５段のレターケースの所へ行き，引

き出しを１回だけ開け，その中にある貴金属を取

り出し，布袋に入れて隠すように求められた。用

意した貴金属はイヤリング，ブローチ，指輪，ネ

ックレス，時計である。協力者は布袋へ入れた貴

金属を検査者（脳波測定による検査を行わない者）

の所へ持っていき，500 円の図書券と交換した。  
刺激  ５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し，

ディスプレイ上に 10×10cmの画像刺激として呈

示した。呈示時間は 300ms，呈示間隔は 2500msで，

各刺激が 20％ずつランダムになるように呈示し

た。裁決項目と非裁決項目の加算回数が 20 回に達

するまで継続した。 

装置：事象関連電位と反応時間の測定には誘発電

位検査装置(日本光電工業製MEB-5504)，刺激呈示

に は 音 声 ・ 画 像 刺 激 装 置 ( 日 本 光 電 工 業 製

AAA-15234)を用いた。脳波は両耳朶を基準部位と

してFz，Cz，Pzから測定した。 

手続き：模擬窃盗課題後，１ヶ月以上たった時点

で，協力者に再度連絡を取り，脳波測定の実験へ

の協力を求めた。協力者に脳波測定用の電極を装

着した後，ディスプレイに呈示される貴金属の画

像を注視して，全ての刺激呈示に対しできるだけ

速くボタン押しすること，１ヶ月前に盗んだ品物

を検出されないように努力することを教示した。

実験終了後，模擬窃盗課題の再認検査を行った。 

【結果及び考察】 

 10 名中２名が盗んだ品物を正しく再認できな

かったため，結果処理は再認できた８名（女子１

名，男子７名，平均年齢 21.8 歳）で行った。 

 Figure 1 は Fz, Cz, Pz における各協力者の P300

振幅の最大値（刺激呈示後 300ms-600ms 間の最大

値）の平均である。P300 振幅はすべての部位にお

いて，非裁決項目よりも裁決項目で大きくなった。

また，従来の報告通り，Pz 優位に P300 振幅の増

大が見られた。刺激（裁決・非裁決）×部位（Fz, 

Cz, Pz）の反復測定のある２要因分散分析の結果，

刺激要因と項目要因の主効果（ともに p<.001），

両要因の交互作用(p<.05)が有意であった。ライア

ン法による多重比較の結果，すべての組み合わせ

で有意差が認められた(p<.05)。つまり，Pz で裁

決項目と非裁決項目の振幅差が最大となる，正の

交互作用が認められた。本実験の結果は，Hira et 

al.(2001)の結果を支持するものであり，模擬窃盗

課題を遂行して１ヶ月後でも P300 による虚偽検

出が可能であることを明確にした。 

 今後，模擬窃盗課題の現場を画像呈示するなど，

再認促進のための事前手続きの開発が必要である。 
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Figure 1. 裁決(CI)と非裁決(NCI)の  P300 振幅. 
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模擬窃盗課題直後と１ヶ月経過後のP300による 

虚偽検出 

       ○平 伸二 (福山大学 人間文化学部) 
         古満伊里 (東亜大学 医療工学部) 
 
 実務での虚偽検出は，犯行直後に実施されることは

まれで，約半数は犯行から１ヶ月後に実施されている．

それにもかかわらず，P300 による虚偽検出の実験は，

模擬窃盗課題と同一日に実施している場合が多い．

Hira et al.(2001)は，模擬窃盗課題直後と１ヶ月経過

後のP300をwithin-subjects designで測定した結果，

１ヶ月後条件でも非裁決刺激に比較して，裁決刺激に

対する P300 振幅が有意に増大していることを確かめ

た．しかし，within-subjects designの場合，協力者

は直後の検査の影響を受けていることが考えられる．

そこで，直後群と１ヶ月後群の between-subjects 

design で，長期間経過後の P300 による虚偽検出の可

能性について検討した． 

【方 法】 

協力者：実験に同意した大学生．直後群12名，１ヶ月

後群10名に協力を求めた． 

模擬窃盗課題 協力者は実験室の机上にある５段のレ

ターケースの所へ行き，引き出しを１回だけ開け，そ

の中にある貴金属を取り出し，布袋に入れて隠すよう

に求められた．用意した貴金属はイヤリング，ブロー

チ，指輪，ネックレス，時計である．協力者は布袋へ

入れた貴金属を実験者（脳波測定による検査を行わな

い者）の所へ持っていき，500円の図書券と交換した． 
刺激 ５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し，ディ

スプレイ上に10×10cmの画像刺激として呈示した．呈

示時間は300ms，呈示間隔は2500msで，各刺激が20％

ずつランダムになるように呈示した．裁決刺激と非裁

決刺激の加算回数が20回に達するまで継続した． 

装置：事象関連電位と反応時間の測定には誘発電位検

査装置(日本光電工業製MEB-5504)，刺激呈示には音

声・画像刺激装置(日本光電工業製AAA-15234)を用いた．

脳波は両耳朶を基準部位としてFz，Cz，Pzから測定し

た． 

手続き：直後群は模擬窃盗課題後直ぐに脳波測定によ

る検査を行った．１ヶ月後群は模擬窃盗課題から１ヶ

月以上たった時点で，協力者に再度連絡を取り，脳波

測定の実験への協力を求めた．協力者に脳波測定用の

電極を装着した後，ディスプレイに呈示される貴金属

の画像を注視して，全ての刺激呈示に対しできるだけ

速くボタン押しすること，盗んだ品物を検出されない

ように努力することを教示した．実験終了後，模擬窃

盗課題の再認検査を行った． 

【結果及び考察】 

 直後群で 12 名中２名がアーティファクトにより加

算回数が基準に達しなかった．また，１ヶ月後群で10

名中２名が盗んだ品物を正しく再認できなかった．し

たがって，結果処理は直後群10名，１ヶ月後群８名で

行った． 

 Figure 1は，直後群と１ヶ月後群のPzにおけるP300

振幅の最大値（刺激呈示後 300ms-600ms 間の最大値）

の平均である．P300振幅は両群ともに，非裁決刺激よ

りも裁決刺激で大きくなった．また，P300振幅は，直

後群よりも１ヶ月後群で振幅が大きくなった．期間（直

後・１ヶ月後）×刺激（裁決・非裁決）の反復測定の

ある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効果（p<.01）

が有意であり，期間要因の主効果及び期間要因と刺激

要因の交互作用はともに認められなかった(p>.10)．す

なわち，本実験の結果は，Hira et al.(2001)の結果を

支持するものであり，模擬窃盗課題を遂行して１ヶ月

後でも P300 による虚偽検出が可能であることを明確

にした． 

 今後，模擬窃盗課題の現場を画像呈示するなど，再

認促進のための事前手続きの開発が必要である． 
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 Figure 1. 両群の裁決刺激と非裁決刺激の P300振幅(Pz). 
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映像による模擬犯罪現場の事前呈示が虚偽検出に及ぼす影響 

 

平 伸二            

（福山大学 人間文化学部） 

key words: 虚偽検出、P300、文脈依存効果 

 
【序 論】 

日本の虚偽検出は情報検出に基づいており、犯人の記憶を

判定対象としている。このことから、情報処理過程の”もの

さし”といわれる事象関連電位による虚偽検出が実験的に検

討されてきた。特に、P300は有意味な刺激に対する情報処理

を反映するため、虚偽検出の有効な指標となることが認めら

れている（平、1998）。 

 ところで、実務での虚偽検出は、犯行直後に実施されるこ

とはまれで、約半数は犯行から１ヶ月後に実施されている。

それにもかかわらず、P300 による虚偽検出の実験は、模擬窃

盗課題と同一日に実施している場合が多い。この問題に対し、

Hira et al．(2002)は、模擬窃盗課題直後、１ヶ月経過後、

１年経過後に再検査法で P300 による虚偽検出を実施した。

その結果、１ヶ月後条件と１年後条件でも、裁決刺激に対す

る P300 振幅が有意に増大していることが見出された。しか

しながら、裁決刺激に対するP300振幅は直後条件が最大で、

時間経過とともに振幅の減少が見られた。したがって、長期

間経過後の検査において、犯行時の記憶をより鮮明に喚起さ

せる方法の必要性が示唆された。 

目撃証言に関する記憶研究では、事件現場の周囲の状況を

再構成（現場臨場による再体験、写真・映像の呈示、イメー

ジによる想起など）する事で、事件現場の心的復元から記憶

想起が促されるという、記憶の文脈依存効果が知られている。

つまり、ビデオによる模擬犯罪現場の事前呈示は、課題遂行

時の再認を促し、P300による虚偽検出に促進効果を与えるこ

とが期待される。そこで、本実験では、模擬窃盗を実施した

部屋を撮影したビデオを事前呈示し、長期間経過後の虚偽検

出に及ぼす促進効果について検討する。 

【方 法】 

協力者：実験に同意した大学生 20 名 (映像無し群 10 名、映

像呈示群 10 名)。映像無し群の 10 名中 2 名が盗んだ品物を

正しく再認できなかったため、結果処理は再認できた8名（女

子 1 名、男子 7 名、平均年齢 21.8 歳）で行った。また映像

呈示群では 10 名中 1 名が脳波へのアーチファクトの混入が

多く加算回数が得られなかったため、結果処理は 9名(女子 1

名、男子 8名、平均年齢 20.6 歳)で行った。 

模擬窃盗課題：協力者は実験室の机上にある５段のレターケ

ースの所へ行き、引き出しを１回だけ開け、その中にある貴

金属を取り出し、布袋に入れて隠すように求められた。用意

した貴金属はイヤリング、ブローチ、指輪、ネックレス、時

計である。協力者は布袋へ入れた貴金属を検査者（脳波測定

による検査を行わない者）の所へ持っていき、500 円の図書

券と交換した。 

刺激：５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し、ディスプレ

イ上に 10×10cmの画像刺激として呈示した。呈示時間は

300ms、呈示間隔は 2500msで、各刺激が 20％ずつランダムに

なるように呈示した。裁決刺激と非裁決刺激の加算回数が 20

回に達するまで継続した。 

装置：事象関連電位と反応時間の測定には誘発電位検査装置

(日本光電工業製MEB-5504)、刺激呈示には音声・画像刺激装

置(日本光電工業製AAA-15234)を用いた。脳波は両耳朶を基

準部位としてFz、Cz、Pzから測定した。 

手続き：１ヶ月以上たった時点で、協力者に再度連絡を取り、

脳波測定の実験への協力を求めた。映像呈示群は脳波測定前

に、1 ヵ月前の模擬窃盗課題を実施した現場の映像をプロジ

ェクタで呈示した。映像内容は犯罪現場の全体と机上のレタ

ーケースのズーム撮影で人物は登場しない。なお、映像は２

分 40 秒であり、現場の説明をする音声は含まれていない。

協力者に脳波測定用の電極を装着し、映像呈示群は犯罪現場

の映像を見た後、映像無し群は映像による手続きを省略して

直ぐに脳波測定による検査を行った。協力者には、ディスプ

レイに呈示される貴金属の画像を注視して、全ての刺激呈示

に対しできるだけ速くボタン押しすること、盗んだ品物を検

出されないように努力することを教示した。実験終了後、模

擬窃盗課題の再認検査を行った。 

【結果及び考察】 

 Figure 1 は、映像無し群と映像呈示群の Pz における P300

振幅の最大値（刺激呈示後 300ms-600ms 間の最大値）の平均

である。P300 振幅は、映像無し群では非裁決刺激よりも裁決

刺激で大きくなったが、映像呈示群ではほとんど差は見られ

なかった。また、予想に反し、P300 振幅は、映像呈示群より

も映像無し群で振幅が大きくなった。群（映像なし・映像呈

示）×刺激（裁決・非裁決）による反復測定のある２要因分

散分析の結果、刺激要因の主効果（p<.001）ならびに群要因

と刺激要因の交互作用が有意であった（p<.001）。なお、群

の主効果は認められなかった。すなわち、模擬犯罪現場の映

像による事前呈示は、P300 による虚偽検出に対して促進効果

がなく、裁決刺激に対する振幅の減少をもたらしていること

が見出された。映像なし群では２名の協力者が裁決刺激を再

認できなかったのに対し、映像呈示群では全員が再認できた

ことから、記憶の促進効果は認められた。したがって、映像

呈示群で裁決刺激に対する P300 振幅の減少が認められたこ

とは、映像による裁決刺激の再認が課題完了感や慣れの過程

を促進した可能性も示唆する。今後、さらに映像の種類を操

作した実験が必要である。 
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Figure 1． 映像無し群、映像呈示群の P300 振幅（Pz）。 
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Features of previous GKT laboratory 
studies employing P300

The interval between a memory task and 
GKT examination was relatively short 

1. Rosenfeld et al.(1988)
The examination was carried out immediately after a memory task.

2. Farwell & Donchin(1991)
The examination was carried out on the next day of a memory task.

The P300-based GKT has considerable 
accuracy in a within-subject design

1. Hira et al.（2001）
The P300-based GKT was accurate even 1 month after the 
commission of a mock crime.

2. Hira(2003) 
The P300-based GKT was accurate even 1 month and 1 year after 
the commission of a mock crime. → See Figure 2

These short intervals are rare in investigations, where intervals are weeks or months.   
→ See Figure 1

One participant took part in the P300-based GKT examination three times. 



Features of GKT in a real-life criminal 
investigation

The interval between a crime and the GKT 
examination is usually more than a week.

More than 51% (199/390) of the GKT examinations were carried 
out at least one month after the criminal investigation had begun. 
（The Osaka Police Headquarters; August, 1998 - July, 1999）

Figure 1. The interval between a crime and the
GKT examination (n=390)
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The effects of retention intervals on the GKT 
effect using P300 (within-subjects design)

Figure 2. Grand average waveforms contrasting critical/non-critical items at the Fz, Cz, and Pz (n=5)



The purpose of the present study

The participants in the Hira’s 2003 within-
subjects study experienced the GKT 
examination three times so that the first GKT 
might affect the outcome of the second and 
third one.

This methodological confound can be 
eliminated by using a less sensitive between-
subjects design to vary the factor of the 
interval between the mock crime and the GKT 
examination.



Method
1. Participants

Immediate Group: Twelve undergraduate students
（1 female, 9 male, Mean age: 21.2）

One month later Group: Ten undergraduate students
（1 female, 7 male, Mean age: 21.8）

Informed consent was obtained from all participants.

2. Apparatus
Evoked potential/EMG measuring system（Nihon Koden 
MEB-5504）

3. Dependent Measures
EEG（Fz,Cz,Pz）
EOG
RT (reaction time)



Method (continued)
4. Stimuli

Five Pictures：10×10cm
Earrings, Brooch, Ring, Necklace, Watch

Duration：300ms
ISI(interstimulus interval)：2500ms
Presentations：Each of the five pictures was presented in a 
quasi random at the rate of 0.2.

5. Procedure
Mock Crime

All participants were instructed to steal one of the five 
precious goods(Earrings, Brooch, Ring, Necklace, Watch) in 
another room.

Instructions for EEG measurement
When a picture is presented on a computer screen, please 
push a button as quickly as possible.  Please make an 
effort not to reveal the item you stole during the 
examination.



Method (continued)
6. Experimental Design

Immediate Group
GKT immediately after the commission of the mock crime 
(low memorial difficulty)

One month later Group 
GKT one month or more after the commission of the mock 
crime (high memorial difficulty) 

7. Data Analysis
Memorial-manipulation effect

Peak amplitudes were evaluated by ANOVA with the 
factors of Period (immediate, one month),  Item(critical, 
non-critical) and Site (Fz, Cz, Pz).

Criterion for individual classification
If the largest Pz-recorded P300 was observed to the 
critical item, it was concluded that the participant was 
correctly classified.



Results

1. In the both groups, critical items elicited significantly 
larger P300s than non-critical items(p<.001), and this 
effect was especially marked at the Pz location.

2. However, a significant interaction was observed between 
the type of items (critical/non-critical) and the intervals 
(immediate/1 month later) on the P300 amplitudes 
(p<.05), which showed a smaller critical/non-critical 
difference in the immediate group than in the 1 month 
later group.

3. Correct detection rate by Pz-recorded P300 was 100 % 
(8/8) in the 1 month later group and 60%(6/10) in the 
immediate group.  



The Pz-recorded P300 amplitudes of the 
immediate group and the 1 month later group 
(CI: critical item, NCI: non-critical item)
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Discussion

The GKT by P300 was effective even one-month after the 
commission of the mock crime. This result suggests that 
field applications may be feasible, with P300 as the 
dependent variable.

Not only did accuracy not decrease, but there was a 
significant increase in the one month group both with 
respect to mean P300 amplitude and individual classification 
(from 60% to 100% accuracy in the immediate and one 
month group, respectively).
Results suggest a motivational rather than a cognitive, 
memorial-difficulty interpretation.  This can be checked by 
comparing EEGs during immediate and one-month GKT 
exams (more alpha in former?), or, in later studies, 
comparing respective skin conductance levels.



Further Studies
The effect of a longer interval (more than a month) 
between a commission of a mock crime and the 
P300-based GKT administration should be 
examined.

It is sometimes easier to recognition if he/she is in 
the same place or context as that in which the 
encoding of the information took place (context 
dependent memory).

We are analyzing such a study that includes a one-year-later group.  
However, half the participants failed to recognize the critical items, 
suggesting that memorial difficulty can be a problem at these long intervals.

We have started a procedure where participants watch the crime 
scene video before the P300-based GKT is administered.



模擬窃盗課題直後，１ヶ月及び１年経過後の 

P300による虚偽検出 

       ○平 伸二 (福山大学 人間文化学部) 
         古満伊里 (東亜大学 総合人間・文化学部) 
 
 実務での虚偽検出は，犯行直後に実施されることは

まれで，約半数は犯行から１ヶ月後に実施されている．

それにもかかわらず，P300 による虚偽検出の実験は，

模擬窃盗課題と同一日に実施している場合が多い．

Hira(2003)は，模擬窃盗課題直後と１ヶ月及び１年経

過後の P300 を within-subjects design で測定した結

果，１ヶ月及び１年経過後でも非裁決刺激に比較して，

裁決刺激に対する P300 振幅が有意に増大しているこ

とを確かめた．しかし，within-subjects designの場

合，協力者は直後の検査の影響を受けていることが考

えられる．そこで，between-subjects design で，模

擬窃盗課題直後，１ヶ月及び１年経過後のP300による

虚偽検出の可能性について検討した． 

方 法 

協力者 実験に同意した大学生．直後群，１ヶ月後群，

１年後群ともに10名を処理の対象とした． 

模擬窃盗課題 協力者は実験室の机上にある５段のレ

ターケースの所へ行き，引き出しを１回だけ開け，そ

の中にある貴金属を取り出し，布袋に入れて隠すよう

に求められた．用意した貴金属はイヤリング，ブロー

チ，指輪，ネックレス，時計である．協力者は布袋へ

入れた貴金属を実験者（脳波測定による検査を行わな

い者）の所へ持っていき，500円の図書券と交換した． 
刺激 ５つの貴金属をデジタルカメラで撮影し，ディ

スプレイ上に10×10cmの画像刺激として呈示した．呈

示時間は300ms，呈示間隔は2500msで，各刺激が20％

ずつランダムになるように呈示した．裁決刺激と非裁

決刺激の加算回数が20回に達するまで継続した． 

装置 事象関連電位と反応時間の測定には誘発電位検

査装置(日本光電工業製 MEB-5504)，刺激呈示には音

声・画像刺激装置(日本光電工業製 AAA-15234)を用い

た．脳波は両耳朶を基準部位としてFz，Cz，Pzから測

定した． 

手続き 直後群は模擬窃盗課題後直ぐに脳波測定によ

る検査を行った．１ヶ月後群は模擬窃盗課題から１ヶ

月以上たった時点で，１年後群は模擬窃盗課題から１

年以上たった時点で協力者に再度連絡を取り，脳波測

定の実験への協力を求めた．協力者に脳波測定用の電

極を装着した後，ディスプレイに呈示される貴金属の

画像を注視して，全ての刺激呈示に対しできるだけ速

くボタン押しすること，盗んだ品物を検出されないよ

うに努力することを教示した．実験終了後，模擬窃盗

課題の再認検査を行った． 

結果及び考察 

 図 1は，直後群，１ヶ月後群，１年後群のPzにおけ

るP300振幅の最大値（刺激呈示後300ms-600ms間の最

大値）の平均である．P300振幅は，直後群と１ヶ月後

群では，非裁決刺激よりも裁決刺激で大きくなってい

るが，１年後群では両刺激の差は見られない．期間（直

後・１ヶ月後・１年後）×刺激（裁決・非裁決）の反

復測定のある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効

果（p<.01）が有意であり，期間要因の主効果は認めら

れなかった．なお，期間要因と刺激要因の交互作用に

傾向が認められたため(p<.10)，下位検定を行った結果，

一ヶ月後群で有意差（p<.01），直後群で傾向(p<.10)

が認められた．すなわち，本実験の結果は，Hira(2003)

の結果と異なり，１年後ではP300による虚偽検出が困

難であることを示唆した．但し，本実験の模擬窃盗課

題は，実験場面での非常にマイルドな状況での記憶課

題であるため，協力者の検出回避の動機づけや情動を

喚起する状況での実験が必要である． 

 なお，１ヶ月後群で 10 名中２名，１年後では 10 名

中５名が盗んだ品物を正しく再認できなかった．今後，

模擬窃盗課題の現場を画像呈示するなど，再認促進の

ための事前手続きの開発も必要である． 
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 図１. ３群の裁決刺激と非裁決刺激の P300振幅(Pz). 
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映像による模擬犯罪現場の事前呈示が虚偽検出に及ぼす影響(2) 

 

平 伸二            

（福山大学 人間文化学部） 
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実務での虚偽検出は，犯行直後に実施されることはまれで，

約半数は犯行から１ヶ月後に実施されている。また，Hira 

(2003)は，模擬窃盗課題直後，１ヶ月経過後，１年経過後に

再検査法で P300 による虚偽検出を実施した。その結果，１

ヶ月後条件と１年後条件でも，裁決刺激に対する P300 振幅

が有意に増大していることが見出された。しかしながら，裁

決刺激に対する P300 振幅は直後条件が最大で，時間経過と

ともに振幅の減少が見られた。したがって，長期間経過後の

検査において，犯行時の記憶をより鮮明に喚起させる方法の

必要性が示唆された。 

目撃証言に関する記憶研究では，事件現場の周囲の状況を

再構成（現場臨場による再体験，写真・映像の呈示，イメー

ジによる想起など）する事で，事件現場の心的復元から記憶

想起が促されるという，記憶の文脈依存効果が知られている。

つまり，ビデオによる模擬犯罪現場の事前呈示は，課題遂行

時の再認を促し，P300による虚偽検出に促進効果を与えるこ

とが期待される。そこで，模擬窃盗を実施した部屋（犯罪場

面）と大学の風景（大学風景）を撮影したビデオを作成し，

検査前にいずれかのビデオを事前呈示し，長期間経過後の虚

偽検出に及ぼす効果について検討する。 

 

方 法 

協力者：実験に同意した大学生 20 名の協力を得た。この 20

名をランダムに犯罪場面群 10 名（女子 4 名，男子 6 名，平

均年齢 20.7 歳），大学風景群 10 名(女子 3名，男子 7名，平

均年齢 19.6 歳)に振り分けた。 

模擬窃盗課題：協力者は，同意書を書いた部屋を出て，非常

勤講師控室へ行き，部屋の机上にある５段のレターケースか

ら貴金属を取り出し，一度身に付けた後に紙箱へ収め，部屋

の中にある洗面台の下に隠すよう指示された。隠した後，協

力者は元の部屋へ戻り，約１ヶ月後に連絡して検査すること

を知らされた。なお，レターケースの中の貴金属は，すべて

の協力者が指輪となるようにした。 

刺激：下向きの矢印画像（↓）と５つの貴金属画像を（指輪，

イヤリング，ブローチ，ネックレス，時計），１ｍ離れたデ

ィスプレイ上に視野角５°の画像刺激として呈示した。呈示

時間は 300ms，呈示間隔は 2500msで，各刺激が 25％ずつラン

ダムになるように呈示した。矢印画像が標的刺激，指輪が裁

決刺激，その他の貴金属が非裁決刺激であり，各々60 回呈示

した。３刺激とも加算回数は 20 回以上であった。 

装置：事象関連電位と反応時間の測定にはTEAC製携帯型多用

途生体アンプ（Polymate AP1524）を用いた。脳波は両耳朶

を基準部位としてFz，Cz，Pzから測定した。 

手続き：１ヶ月以上たった時点で，協力者に再度連絡を取り，

脳波測定の実験への協力を求めた。犯罪場面群は脳波測定前

に，1 ヵ月前の模擬窃盗課題を実施した現場の映像をプロジ

ェクタで呈示した。一方，大学風景群には，模擬窃盗課題と

は無関係である大学キャンパス内の風景を呈示した。なお，

映像はともに約１分であり，音声は含まれていない。協力者

には，ディスプレイに呈示される画像を注視して，矢印に対

しては利き手に持ったボタン，貴金属の画像に対しては非利

き手に持ったボタンを押すように教示した。また，盗んだ品

物を検出されないように努力することも教示した。実験終了

後，模擬窃盗課題の再認検査を行った。 

 

結果 

 図１は，犯罪場面群と大学風景群の Pz における P300 振幅

の最大値（刺激呈示後 300ms-600ms 間の最大値）の平均であ

る。P300 振幅は，犯罪場面群と大学風景群ともに，非裁決刺

激よりも裁決刺激で大きくなった。裁決刺激に対する P300

振幅は，犯罪場面群(15.3μV)の方が大学風景群(14.6μV)よ

りも大きくなったが，わずか 0.73μV の差であった。群（犯

罪場面・大学風景）×刺激（裁決・非裁決）による反復測定

のある２要因分散分析の結果，刺激要因の主効果（p<.001）
のみが認められ，群要因の主効果，群要因と刺激要因の交互

作用はともに認められなかった。 

 また，協力者毎に裁決刺激の P300 振幅が，非裁決刺激よ

りも大きい場合を検出成功とした場合，犯罪場面群は 10 名

中９名，大学風景群は 10 名中８名が正しく検出された。χ２

検定の結果，両群の検出率に有意差は認められなかった。 

 なお，両群ともに指輪の再認率は 100%であった。しかし，

「貴金属は上から何段目に入っていましたか」「模擬窃盗課

題を行った時間はいつですか」という質問に対する再認率は，

大学風景群（各々10%，50%）よりも犯罪場面群（各々40%，

90%）の再認率が優れていた。  
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図１． 犯罪場面群，大学風景群の平均 P300 振幅（Pz）． 

 

考察 

映像の事前呈示は，犯罪場面群と大学風景群との間に有意

差は認められなかった。本実験では，両群のすべての協力者

が，高い確信度で指輪を再認（模擬窃盗課題時に指輪を身に

付けさせた）できたことが，その原因と考えられる。但し，

個別判定の検出成績及び他の再認課題が犯罪場面群で優れ

ていたことは，犯罪場面の事前呈示が記憶の促進効果として

働く可能性を示唆する。特に，現場では１年を越える検査も

実施されており，より長期間経過後の検査時には検出率の向

上に寄与する可能性が期待できる。 
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Features of previous GKT laboratory 
studies employing P300

The interval between a memory task and GKT 
examination was relatively short 

1. Rosenfeld et al.(1988)
The examination was carried out immediately after a memory task.

2. Farwell & Donchin(1991)
The examination was carried out on the next day of a memory task.

The P300-based GKT has considerable accuracy in 
within-subject-design laboratory experiments.  For 
example:

1. Hira et al.（2001）
The P300-based GKT was accurate even 1 month after the commission of a 
mock crime.

2. Hira(2003) 
The P300-based GKT was accurate even 1 month and 1 year after the 
commission of a mock crime. → See Figure 2

These short intervals are rare in field investigations, where intervals are weeks or 
months.    → See Figure 1

This experiment showed a smaller critical/non-critical difference in the both delay 
conditions than in the immediate condition.



Figure 1. The interval between a crime and the GKT
examination (n =390)
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Figure 2. Grand average waveforms contrasting critical/non-critical items at the Fz, Cz, and Pz (n=5)



Rationale and purpose of the present 
study

Rationale
The P300 amplitudes showed a smaller critical/non-
critical difference in the both later conditions than in 
the immediate condition (See Figure 2).
It is sometimes easier to recognition if he/she is in 
the same place or context as that in which the 
encoding of the information took place (context 
dependent memory).

Purpose
The present study, with P300 as the dependent 

variable, was designed to test whether refreshing  
memory about  lab mock-crime details just before the 
administration of the GKT would enhance GKT accuracy. 



Method

1. Participants
RM (refresh-memory) group: Ten undergraduate students
（4 female, 6 male, Mean age: 20.7）
NRM (no-refresh-memory) group: Ten undergraduate students
（3 female, 7 male, Mean age: 19.6）
Informed consent was obtained from all participants.

2. Apparatus
Polymate Multi-purpose Portable Bio-amplifier（TEAC AP1524 ）

3. Dependent Measures
EEG（Fz,Cz,Pz）
RT (reaction time)



Method (continued)
4. Stimuli

Six Pictures 
Earrings, Brooch, Necklace, Watch (non-critical) , Ring (critical)
Downward arrow (target)

Duration：300ms
ISI(interstimulus interval)：2500ms±25%
Presentations：Each of the six pictures was presented in a quasi random 
order with the same presence probability(1/6).  

5. Procedure
Mock Crime

The mock crime involved entering a room, and stealing an item 
(ring) from one of five desk drawers.

The P300-based GKT: administration time and instructions:
The GKT was administered about a month after the mock crime. 
“When a picture is presented on a computer screen, please push a 
button as quickly and accurately as possible.  Please make an effort 
not to reveal the item you stole during the examination.”



Method (continued)
6. Experimental Design

RM group
Just before the GKT, the participants viewed a video which depicted 
the room in which they had committed the mock crime about a  month 
ago. 

NRM group
Just before the GKT, the participants viewed a video of the same 
length that depicted scenes from other parts of the college. 

7. Data Analysis
Refresh-memory effect

Peak amplitudes were evaluated by ANOVA with the factors of Group 
(RM, NRM),  Item (target, critical, non-critical) at Pz site as repeated 
measures.

Criterion for individual classification
If larger Pz-recorded P300 was observed to the critical item than the 
non-critical items, it was concluded that the participant was correctly 
classified.



Results

1. In the both groups, critical items elicited significantly larger P300s 
than non-critical items (Bonferroni, p<.05), and this effect was 
especially marked at the Pz location. However, mean P300 
amplitude did not differ between the two groups. 

→ See Figure 3, 4

2. The reaction time measure is good one to detect guilty knowledge. 
There was significant difference between critical and non-critical 
items (Bonferroni, p<.05). However, mean P300 amplitude did not 
differ between the two groups.

→ See Figure 5

3. Correct detection rate by Pz-recorded P300 was 90 % (9/10) in the 
RM group and 80%(8/10) in the NRM group.  GKT accuracy did not 
differ between the two groups. 

→ See Table 1, 2



Grand average waveforms of the RM group and 
the NRM group (CI: critical item, NCI: non-critical item)

RM Group NRM Group

Figure 3. Grand average waveforms of the RM group and the NRM group. 



The Pz-recorded P300 amplitudes and the RT of 
the RM group and the NRM group

(Target, CI: critical item, NCI: non-critical item)

Figure 4. The Pz-recorded P300 amplitudes of the RM 
group and the NRM group.

Main Effect of Item: F(2,36)=87.209, p<.001, ε=.723
Main Effect of Group: F(1,18)=0.921, n.s.
Interaction: F(1,15)= F(2,36)=2.187, n.s., ε=.723
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Figure 5. The reaction time of the RM group and the NRM 
group.

Main Effect of Item: F(2,34)=75.595, p<.001, ε=..677
Main Effect of Group: F(1,17)=0.083, n.s.
Interaction: F(1,15)= F(2,34)=0.318, n.s., ε=.677



The individual classification by the Pz-recorded P300 
amplitude(μV) of the RM group and the NRM group

(CI: critical item, NCI: non-critical item)

○：correct decision 90%(9/10) 80%(8/10)

Table 1. The individual classification by the Pz-
recorded P300 amplitude(μV) of the RM group 

Table 2. The individual classification by the Pz-
recorded P300 amplitude(μV) of the NRM group 



Discussion
GKT accuracy in both groups was high, with the critical-item 
pictures eliciting greater P300s than the non-critical pictures, and 
the P300 measure identifying 17 of the 20 subjects correctly as 
guilty. However, GKT accuracy did not differ between the two 
groups. 

The GKT by P300 was effective even one-month after the 
commission of the mock crime. This result suggests that field 
applications may be feasible, with P300 as the dependent variable.

Future studies will test the hypothesis that to enhance GKT 
accuracy in the lab, one must not only cognitively refresh subjects’
memories, but also motivate them to pay more attention the details 
of their mock crime. This distinction between cognitive and 
motivational functions is important for living organisms, though not 
for computers or for information-processing, computer-metaphorical 
models of psychological functions that are the fruits of current 
“cognitive” psychology.
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